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 第３段階では、第２段階で得た５因子 29 項目の尺度と学習支援内容から成る質問紙を作成し、
看護学生のケアの倫理的行動のベンチマークと関連要因の検討が行われた。日本国内で看護基礎教
育を行う全803校のうち研究協力が得られた98校の最終学年学生4,930名を調査対象とし1,505名
の有効回答が得られた。分析結果に基づきベンチマークの検討がなされ、看護基礎教育卒業時にあ
る看護学生の倫理的行動のベンチマークとして80パーセンタイル値を設定した。さらに、「看護学
生版ケアの倫理的行動尺度」の得点と看護倫理に関する知識や学習支援との関連について分析が行
われた。 
 ３つの段階を踏んだ研究の統括では、研究結果から導かれた効果的な看護倫理教育のあり方を
考察している。そして、「看護学生版ケアの倫理的行動尺度」を開発し、さらに本尺度を用いて看
護学生のケアの倫理的行動のベンチマークを提示したことに、独創性と創意性があると述べている。 
 
２）審査結果 
第１回審査の主な指摘事項は次の内容であった。 
 ①本研究で使われている倫理的判断能力という概念の論理的な説明が十分でない、②尺度名は
「看護学生版倫理的行動尺度」であるが開発した尺度の項目はケアに関わる内容であるため、尺度
名を内容に合った表現にする必要がある、③第３段階の調査において、第２因子「自己決定の尊重」
の到達率が低い結果について、実習期間の短さを理由とするだけでなく質問項目の内容に戻って考
察する必要がある、④80パーセンタイル値を倫理的行動基準としているが、倫理的行動基準が意味
するものと本研究における80パーセンタイル値の意味が適合しているかどうか再検討し、必要なら
 
 
ば表現を修正する、⑤看護基礎教育の内容が変化していけば、その到達状況も変化することが考え
られることから、行動基準は固定的なものではなく見直す必要性を有することを加筆する、である。 
 第２回審査では、再提出された論文においてこれらの指摘事項が修正され、その内容が適切で
あることを確認した。 
 
 本研究は、大きく３つの研究で構成されており、それらは概念分析、尺度の開発、尺度を用い
た全国調査の実施と論理的なステップを踏んで進められている。また、概念分析では「看護学生お
よび看護者における倫理的行動」のモデル図を描き、看護基礎教育の段階にとどまらず資格取得後
の継続教育も視野に入れて概念を検討している点は、研究を今後発展させる基盤を明確にしており
独自性が認められる。 
 本研究で開発された「看護学生版ケアの倫理的行動尺度」ならびに倫理的行動のベンチマーク、
倫理的行動と関連が認められた内容は、ケアの実施に伴う倫理的問題に関する教育の充実に貢献す
ることが期待される。 
 
以上より、審査委員会は、博士（看護学）の学位を授与するに値するものと認め、最終試験に合
格と判定する。 
